
H26年度信号・画像処理工学試験問題解答例
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2.（1）全体がぼけているので平均化（ローパス）処理。したがって、d．

（2）縦方向のエッジが抽出されている。したがって、b．

（3）低い濃度値の範囲が拡張され、逆に高い濃度値の範囲が圧縮されている。したがって、e．

※指数関数の性質に注意。

（4）閾値による二値化処理。したがって，h．

3.（1）x0 =
M10

M00
=

935
85

=
17×11×5

17×5
= 11 , y0 =

M01

M00
=

3400
85

=
17×52 ×23

17×5
= 40

（2）C を図形の円形度とすると，C =
4πS
L2 ．

CA = 4π
85
342 = 4π

17×5
172 ×22 =

5
17

π．CB = 4π
297
662 = 4π

11×33

112 ×32 ×22 =
3

11
π．

5
17

− 3
11

=
55−51
17×11

> 0．以上から，CA >CB であるので，Aの方が円に近い。

（3）θA =
1
2

tan−1 0.5KA

0.3KA
=

1
2

tan−1 5
3
．θB =

1
2

tan−1 0.5KB

−0.3KB
=

1
2

tan−1(−5
3
)．

0 < θA , θB <
π
2
の範囲で tan 2θA > 0 , tan2θB < 0より，θA < θB．

4.（1）θ =
π
2
のとき，直線は x軸に平行であるから，ρπ/2 = 54．

（2）ρ が最小となるのは，θ = π のときであるから，ρMin =−72．

（3）ρ が最大となるのは，原点と点 (72 , 54) を結ぶ直線と x軸の成す角が θ のときである。このとき，
ρ =

√
722 +542 = 90．

（4）ρ が最大値となるのは，(3)の条件のときであるから，tanθ0 =
54
72

=
3
4
．

5. ddd = t(d , 0 , 0) , xxx = t(u1 , v1 , f ) , xxx′ = t(u2 , v2 , f )とおいて，−ddd+ sxxx = ddd+ t xxx′ が成り立つ sおよび

t を求めると，⎡
⎢⎢⎣

u1 −u2

v1 −v2

f − f

⎤
⎥⎥⎦
[

s

t

]
=

⎡
⎢⎢⎣

2d

0

0

⎤
⎥⎥⎦．これを解くと，s= t =

2d
u1 −u2

．以上から，xxx= t(
u1 +u2

u1 −u2
d ,

2v1

u1 −u2
d ,

2 f
u1 −u2

d)．


